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はじめに
当社では、エスカレーターの設計から製作・据付け・保守まで、すべて一貫してお引き受けいたします。
この「エスカレーター設計施工の資料」は、お客様に安全で快適なエスカレーターの設計および施工していただく
ためのものです。
エスカレーターを設計する前には、この資料をよくお読みいただき、正しく設計および施工してください。
お読みになった後は、エスカレーターを設計される方がいつでも読むことができるところに大切に保管してくだ
さい。また、設計および施工方法において不明な点がございましたら、担当のセールスマンまたは最寄りの販売
網までお問い合わせください。

警告事項を守らないと、死亡や重傷に至る重大な事故を起こすお
それがあります。また、エスカレーターの認可を得ることができ
ない場合があります。

注意

警告

注意事項を守らないと、ケガを負ったり、エスカレーターが損
傷を起こすおそれがあります。

本書では、特に重要な事項や知っておいていただき
たいことを、記号を用いて説明しております。それ
ぞれの記号とその内容は次のとおりです。

安全に設計していただくために
本書の〈記号〉について

はじめに ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 3

必ず守ってください---------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 4

機種・用途 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 6

仕様・意匠 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 7

標準据付図（506NCE)---------------------------------------------------------------------------------------------------------- 8

標準据付図（509MT)--------------------------------------------------------------------------------------------------------- 10

電気設備 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 12

建物との関係（506NCE) --------------------------------------------------------------------------------------------------- 14

建物との関係（509MT) ----------------------------------------------------------------------------------------------------- 15

建物との関係 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 16

周辺の安全設備 ------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 17

工事範囲 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 19

安全装置 ---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 20

　　INDEX
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警告

屋外に設置する場合は必ず屋外仕様を選択してください。また、同時に
下記の設備を設けてください。
● フロアープレート内部に雨水が進入しないように乗降口を周囲の
床面より高くし、床面と乗降口との間にスロープを設けると共に
スロープの回りには排水溝を設ける。

● ピット内に排水設備を設ける。
● 夜間に利用者が足元が見えるように照明設備を設ける。
● 電源引き込み線用の引き込み口は防水構造とする。
● 全体をおおう屋根を設ける。

（JEAS-519（標11-02）　屋外設置エスカレーターに関する標準）

注意

乗降口近くに防火シャッターがある場合、防火シャッターに連動してエ
スカレーターを運転しないと、混雑時に利用者が乗り降りを妨げられて
乗降できないことにより重大な事故が起こるおそれがあります。ハンド
レール折返し部の先端から2m以内に対面する防火シャッターがある場
合は、エスカレーターの運転を防火シャッターに連動して停止する構造
にしてください。

（JEAS-A407　エスカレーターと防火シャッター等との連動停止基準）

エスカレーターの周辺で溶接作業を行う時に養生しないで行うと、溶接
火花によりガラスパネルや機器を損傷するおそれがあります。周辺での
溶接は十分養生して行ってください。

エスカレーター用電源の電圧変動が大きいと、エスカレーターが誤作動
したり機器が損傷したりするおそれがあります。供給する電力の電圧変
動は、±5％以内としてください。また、エスカレーターの配電系統は
他設備と共用しない専用幹線で配電してください。

動力用±5%を超える

必ず守ってください
エスカレーターの設計・施工に際しては、以下の警告事項および注意事項を必ず守ってください。

警告

エスカレーターの周辺に安全設備を設けないと、転落したり、頭を打っ
たり、首をはさまれたりすることにより死亡や重大な事故が起こるおそ
れがあります。エスカレーターの周辺には、状況に応じて必要な安全設
備を設けてください。（17ページ参照）

固定保護板・
可動警告板なし

1m未満

ハンドレールの水平方向の近くや、ステップの鉛直方向の近くに柱や梁
があると、頭を打ったり、首をはさまれたりすることにより死亡や重大
な事故が起こるおそれがあります。ハンドレールから水平に0.5m以内
に柱や梁などがある場合は、適切な保護装置を設けてください。
（17ページ参照）

エスカレーターの乗降口まわりのスペースが狭いと、混雑時に利用者が
乗り降りを妨げられて乗降できないことにより重大な事故が起こるおそ
れがあります。乗降口まわりは、十分なスペースを設けてください。

光電装置による自動運転式エスカレーターの場合、光電装置を通過しな
いで直接乗ったり、光電装置とエスカレーターとの距離が短すぎたりす
ると、転倒したりすることにより重大な事故が起こるおそれがありま
す。自動運転式エスカレーターは、下記のような設備と十分なスペース
を設けてください。
● エスカレーターと光電装置の間に柵を設け、利用者が横から進入
できないようにする。

● 光電装置とエスカレーターのハンドレールの折返し部先端までの
間隔を1m以上とする。

　  （JEAS-410A　エスカレーター自動運転方式の標準）
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　　仕様・意匠

■各部の名称

仕
様
・
意
匠

ガラス

○

○
○
★

○

○
★
★
○
○
★
★

★
★

★
★
★
★
★

509MT
オペーク

○
○

○

○

○
★
★
○
○
★

★
★
★
★
★
★
★
★

機　　　能

○印は基本仕様、★印は有償付加仕様

タイプ

鉛直平面強化ガラス･柱なしタイプ
ステンレスパネル･垂直タイプ
交流一段速度上下可逆式
クリアガラス
カラードガラス
ステンレスヘヤライン仕上げ

ステンレスヘヤライン仕上げ

鋼板フッ素樹脂コーティング仕上げ
ステンレスヘヤライン仕上げ
アルミニウム成形品
合成樹脂成形品（黒色）
ステンレス溝部黒色仕上げ
階床文字
ハンドレール下照明
スカートパネル照明
コムライト
ステップ下照明
乗場照明
1200mm（約3枚）フラットステップ
自動運転
音声合成アナウンス装置（エレボア）
屋外・準屋外仕様
シャッター連動停止機能

506NCE

ガラス

○

○
○
★

○

○

○

○
★
★
★
★
★

★
★
★

★

欄干部（バラストレード）…ステップより上部の部分をいいます。
オペークタイプ…インテリアパネルがステンレス鋼板の意匠をいいます。

エスカレーター
〈ガラスタイプ〉

〈オペークタイプ〉

欄干部
（バラストレード）

フロアープレート

照明装置

その他

欄干形式

操作方法

インテリアパネル

インテリア･エクステリア
　　 デッキ／レッジ

スカートパネル

コム（くし）

フロアープレート

■仕様一覧

ハンドレール

インテリアパネル

レッジ

スカートパネル

操作盤

フロアープレート

コム（くし）

インレット

ステップ

インテリアパネル

デッキ

　　機種・用途

ガラスタイプ

ガラスタイプ

オペークタイプ

欄干部意匠

鉛直平面強化ガラス、
柱なし

鉛直平面強化ガラス、
柱なし

ステンレスヘヤライン
仕上げ

特　　長

スリムなボディの中に、鍛えぬかれた機能を凝縮。6.5mまでの階高
で、建築デザインとの調和を求められる場所などに適しています。
■主な設置場所
デパート・ミュージアム・ショッピングセンター・病院など

さまざまな建築条件や設計に対応できる堅牢な造り。階高の高い物件
や屋外への設置に対応し、多くの人が利用する場所に適しています。
■主な設置場所
鉄道駅・地下鉄駅・バスターミナル・空港・

　地下通路・歩道橋など

S600形（旧800型）

S1000形（旧1200型）

600mm

   1000mm

4500人／時

9000人／時

定格速度

30m／分

勾　配

30度

タイプ

機
種
・
用
途

506NCE

509MT

機　種

■特長・用途

■機種

公称ステップ幅 公称輸送能力

■エスカレーターと欄干の形状

ガラスタイプ

オペークタイプ

509MT（照明つき）

★は有償付加仕様

（鉛直平面ガラス柱なし）

（ステンレスヘヤライン仕上げ）

509MT

機　種

506NCE
509MT

ハンドレール�
延長デッキ�

インテリアパネル�

スカートパネル�

ハンドレール�
デッキ�

インテリアレッジ�

照明★�

ハンドレール�

インテリアパネル�
（平面強化ガラス）�

スカートパネル�

ハンドレール�

インテリアパネル�
（平面強化ガラス）�

スカートパネル�

照明★�

ハンドレール�

インテリアパネル�
（平面強化ガラス）�

スカートパネル�

ハンドレール�

インテリアパネル�
（平面強化ガラス）�

スカートパネル�

509MT（照明なし）

506NCE（照明つき） 506NCE（照明なし）
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タイプ�

揚程(ｍｍ)

S600形（旧800型）� S1000形（旧1200型）�

揚程�

公称ステップ幅�

公称輸送能力�

勾配�

制御方式�

エスカレーター幅�

ハンドレール中心間�

ステップ幅�

トラス幅�

フロアー�
プレート幅�

E

床開口�

A

B

C

D

F

H 1500 ≦ H ≦ 6500
600

4500人／時�
1000

9000人／時�

30度�

交流一段速度上下可逆式�

1144

802

605

1094

1108ステンレス�

1200

1550

1208

1012

1500

1514

1600

■反力計算�

反力(N)
R1 R2

S600形（旧800型）�

6001≦H≦6500
1500≦H≦6000

(0.311G+204)x 9.81 (0.311G+765)x 9.81

(0.291G+235)x 9.81 (0.291G+715)x 9.81

G=梁間寸法（mm）�

※外装、周辺安全設備については別途お問い合わせください。（別途工事）�
※反力の（　）内はkgfの数値です。�
�（単位:mm）�

�

�

揚程(ｍｍ)
反力(N)

R1 R2

S1000形（旧1200型）�

6001≦H≦6500 (0.393G+204)x 9.81 （0.393G+765)x 9.81
1500≦H≦6000 (0.378G+235)x 9.81 （0.378G+715)x 9.81

警告
■ エスカレーターの周辺に安全設備を設けないと、転落し
たり、頭を打ったり、首をはさまれたりすることにより
死亡や重大な事故が起こるおそれがあります。エスカ
レーターの周辺には、状況に応じて必要な安全設備を設
けてください。（17ページ参照）

■ エスカレーターの乗降口まわりのスペースが狭いと、混
雑時に利用者が乗り降りを妨げられて乗降できないこと
により重大な事故が起こるおそれがあります。乗降口ま
わりは、十分なスペースを設けてください。

■ 光電装置による自動運転式エスカレーターの場合、光電
装置を通過しないで直接乗ったり、光電装置とエスカ
レーターとの距離が短すぎたりすると、転倒したりする
ことにより重大な事故が起こるおそれがあります。自動
運転式エスカレーターは、下記のような設備と十分なス
ペースを設けてください。
● エスカレーターと光電装置の間に柵を設け、利用者
が横から進入できないようにする。

● 光電装置とエスカレーターのハンドレールの折返し
部先端までの間隔を1m以上とする。
（JEAS-410A参照）

■ 乗降口近くに防火シャッターがある場合、防火シャッ
ターに連動してエスカレーターを運転しないと、混雑時
に利用者が乗り降りを妨げられて乗降できないことによ
り重大な事故が起こるおそれがあります。ハンドレール
折返し部の先端から2m以内に対面する防火シャッターが
ある場合は、エスカレーターの運転を防火シャッターに
連動して停止する構造にしてください。
（JEAS-A407参照）

標
準
据
付
図
（
５
０
６
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）

　　標準据付図（506NCE)

標
準
据
付
図
（
５
０
６
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）

A

B

C

矢視　L－L

D

F

2000

L

L

W.P.－W.P. 2300

W.P.W.P.

E A

3H

床仕上（別途工事）� 床仕上（別途工事）�

W.P.

W.P.－W.P.

転落防止柵（別途工事）�

固定保護板・可動警告板�
（別途工事）�

3H

G=梁間寸法� 3H+2000+2300+80

防火シャッター�
1200以上�

270

13
093
0

99
7

ピ
ッ
ト
最
小
11
00

1632

W.P

30゜�FL

R1

最小2200

2100

982

R2

270

2000

1200以上�1932

2300 4040

13
0

81
0

99
7

93
0

最
小
30
0

外装（別途工事）�

FL

防火シャッター�

底部照明 付 最小200
底部照明 無 最小70

最
小
21
00

11
00
以
上
�

右勝手（別途工事）�

電源及びアース引込位置�

揚程H
�

842

�
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警告

標
準
据
付
図
（
５
０
９
Ｍ
Ｔ
）

タイプ� S600形（旧800型）� S1000形（旧1200型）�

揚程�

公称ステップ幅�

公称輸送能力�

勾配�

制御方式�

エスカレーター幅�

ハンドレール中心間�

ステップ幅�

トラス幅�

床開口�

フロアープレート幅�
�

A

B

C

D

F

N
Y

E

H

600

4500人／時�
1000

9000人／時�

30度�

交流一段速度上下可逆式�

1150

810

604

1100

1200

950

1550

1210

1004

1500

1600

1350

�

トラス�
フロアプレート�

2300 25002300 2500
2280 24802280 2480

2500≦H≦6500 6501≦H≦9500 2500≦H≦6500 6501≦H≦9500

G=梁間寸法(mm)(単位：mm)

※外装、周辺安全設備については別途お問い合わせください｡（別途工事）�
※反力の（　）内はkgfの数値です。�

(0.66H+2000)�

(0.66H+2150)�

(0.4G1+  350)�

(0.4G1+  500)

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81

(0.66H+2700)�

(0.66H+2850)�

(0.4G2+  950)�

(0.4G2+1200)

－�

－�

{0.4(G1+G2)+350}x 9.81�

{0.4(G1+G2)+500}x 9.81

揚程(ｍｍ)

■反力計算�

反力(N)
R1 R2

S600形（旧800型）�

2500≦H≦5000�

5001≦H≦6000�

6001≦H≦6500�

6501≦H≦9500�

�

(0.52H+1500)�

(0.52H+1750)�

(0.3G1+  350)�

(0.3G1+  500)�

�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

x 9.81�

�

(0.52H+2100)�

(0.52H+2350)�

(0.3G2+  950)�

(0.3G2+1200)�

�

－�

－�

{0.3(G1+G2)+350}x 9.81�

{0.3(G1+G2)+500}x 9.81�

�

R3

揚程(ｍｍ)
反力(N)

R1 R2

S1000形（旧1200型）�

R3

2500≦H≦4500�

4501≦H≦6000�

6001≦H≦6500�

6501≦H≦9500

■ エスカレーターの周辺に安全設備を設けないと、転落し
たり、頭を打ったり、首をはさまれたりすることにより
死亡や重大な事故が起こるおそれがあります。エスカ
レーターの周辺には、状況に応じて必要な安全設備を設
けてください。（17ページ参照）

■ エスカレーターの乗降口まわりのスペースが狭いと、混
雑時に利用者が乗り降りを妨げられて乗降できないこと
により重大な事故が起こるおそれがあります。乗降口ま
わりは、十分なスペースを設けてください。

■ 光電装置による自動運転式エスカレーターの場合、光電
装置を通過しないで直接乗ったり、光電装置とエスカ
レーターとの距離が短すぎたりすると、転倒したりする
ことにより重大な事故が起こるおそれがあります。自動
運転式エスカレーターは、下記のような設備と十分なス
ペースを設けてください。
● エスカレーターと光電装置の間に柵を設け、利用者
が横から進入できないようにする。

● 光電装置とエスカレーターのハンドレールの折返し
部先端までの間隔を1m以上とする。
（JEAS-410A参照）

■ 乗降口近くに防火シャッターがある場合、防火シャッ
ターに連動してエスカレーターを運転しないと、混雑時
に利用者が乗り降りを妨げられて乗降できないことによ
り重大な事故が起こるおそれがあります。ハンドレール
折返し部の先端から2m以内に対面する防火シャッターが
ある場合は、エスカレーターの運転を防火シャッターに
連動して停止する構造にしてください。
（JEAS-A407参照）

　　標準据付図（509MT)

標
準
据
付
図
（
５
０
９
Ｍ
Ｔ
）

1930 W.P.－W.P. Y

W.P.W.P. E A

3H

床仕上（別途工事）� 床仕上（別途工事）�

W.P.－W.P.

転落防止柵（別途工事）�

3H

G=梁間寸法� 3H+1950+N+140

防火シャッター�

1200以上�

270

13
092
0

10
00

ピ
ッ
ト
最
小
11
00

1300

W.P

30゜�FL

R1

最小2200

G2（最大12000）�G1（最大12000）�

2150(2500≦H≦6500)�
2350(6501≦H≦9500)

880

800

R2

270

1950

1200以上�1650

N 7070

13
0

70
0

10
00

92
0

最
小
30
0

45
0

中間支持梁（別途工事）�

外装（別途工事）�

FL

防火シャッター�

底部照明 付 最小200
底部照明 無 最小70

最
小
21
00

11
00
以
上
�

右勝手（別途工事）�

電源及びアース引込位置�

揚程H

L

L

W.P.

�

R3

A

B

C

矢視　L－L

D

F

固定保護板・可動警告板�
（別途工事）�
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電
気
設
備

動力電源線の最大こう長(m)

■動力電源設備（509MT）
電動機
出　力
(kW)

3.7

5.5

7.5

電　圧
AC3相

200V系

400V系

200V系

400V系

200V系

400V系

トランス
容　　量
(kVA)

5.5

5.5

8.0

8.0

10.0

10.0

電源側
NFB定格
電流(A)

50

30

75

50

75

50

最小接地線
サイズ
mm2

5.5

3.5

5.5

3.5

5.5

5.5

3.5mm2

－

75
（70）
－

60
（55）
－

40
（40）

5.5mm2

30
（30）
115

（115）
20

（20）
90

（85）
－

65
（60）

8mm2

45
（40）
180

（170）
30

（30）
130

（125）
20

（20）
90

（90）

14mm2

80
（75）
305

（285）
50
（50）
205

（195）
35
（35）
150

（145）

22mm2

120
（115）
460

（435）
85

（80）
315

（300）
55

（55）
230

（220）

38mm2

195
（185）
755

（710）
140

（135）
515

（490）
95
（90）
380

（365）

※電線太さは銅電線を金属配管した条件にて算出しています。
※（　）はハンドレール下照明付の場合となります。

60mm2

285
（270）
1095

（1030）
190

（180）
750

（710）
140

（135）
550

（530）

100mm2

415
（390）
－

280
（265）
－

205
（200）
805
（775）

150mm2

540
（510）
－

365
（345）
－

270
（265）
1050

（1005）

電
気
設
備

動力電源線の最大こう長(m)

　　電気設備
■電気系統図

注意
エスカレーター用電源の電圧変動が大きいと、エスカレーターが誤作
動したり機器が損傷したりするおそれがあります。供給する電力の電
圧変動は、±5％以内としてください。また、エスカレーターの配電
系統は他設備と共用しない専用幹線で配電してください。

■動力電源設備（506NCE）
電動機
出　力
(kW)

3.7

5.5

7.5

電　圧
AC3相

200V系
400V系
200V系
400V系
200V系
400V系

トランス
容　　量
(kVA)
9.0
9.0
12.0
12.0
15.0
15.0

電源側
NFB定格
電流(A)
40
30
60
30
75
40

最小接地線
サイズ
mm2

3.5
2.0
5.5
2.0
5.5
3.5

3.5mm2

25
110
15
80
－
60

5.5mm2

40
175
30
125
－
95

8mm2

65
255
40
180
30
140

14mm2

115
435
75
310
60
245

22mm2

170
655
120
465
90
370

38mm2

275
1045
190
745
150
585

　エスカレーター

※電線太さは銅電線を金属配管した条件にて算出しています。

■電動機出力と最大揚程
電動機出力
(kW)
3.7
5.5
7.5

S600形（旧800型）
4300
6100
6500

機　種

506NCE

S1000形（旧1200型）
－
4300
6500

最大揚程(mm)

※点検用および照明電源設備は、照明仕様および揚程によ
り異なります。別途担当のセールスマンまたは最寄の販
売網までお問い合わせください。

※ 509MTにて屋内設置の場合、ハンドレール下照明の電源
は動力電源より分岐となります。

※太線の配管配線は別途工事となります。

電動機出力
(kW)
3.7
5.5
7.5

S600形（旧800型）
4500
6500
－

機　種

509MT

S1000形（旧1200型）
－
4500
6500

最大揚程(mm)

※揚程6500mm以上、重負荷仕様（交通機関等）の場合は別途お問い合せください。

60mm2

405
－
285
1090
220
860

100mm2

575
－
400
－
315
1220

150mm2

725
－
505
－
395
－

操作盤�

操作盤�

ハンドレール下照明�
（有償付加仕様）�

外装照明�
（別途工事）�

制御盤�

外装照明電源（別途工事）�

動力電源（アース）�
三相三線200Vまたは400V（別途工事）�

点検用および照明電源�
（照明電源：ハンドレール下照明、コムライト、�
ステップ下照明、スカートパネル照明）�
単相二線100V（別途工事）�

防火シャッター連動回路�
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　　建物との関係（509MT)

建
物
と
の
関
係
（
５
０
９
Ｍ
Ｔ
）

■フロアープレートと床仕上げ

■支持梁部詳細（A－A断面）

支持梁が鉄骨のとき 支持梁がコンクリートのとき

����
����

C

C

B

B

床仕上面�

ふさぎ板�

（別途工事）�

フロアープレート� 中間床（別途工事）�フロアープレート�

C－C断面�B－B断面�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
外
法
�

フ
ロ
ア
ー
プ
レ
ー
ト
�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
外
法
�

フ
ロ
ア
ー
プ
レ
ー
ト
�

200

A A

トラス�

床仕上面�

フロアープレート�

エスカレータートラス�

耐火被覆�
（別途工事）� 補強工事�

（別途工事）�

トラス支持アングル�
L200×200

13
0� �

70
+30�
-35 270

80

床仕上面�

フロアープレート�

エスカレータートラス�

トラス支持アングル�
L200×200

13
0� �

70 270

80

+30�
-35

■フロアープレートと床仕上げ

■支持梁部詳細（A－A断面）

支持梁が鉄骨のとき 支持梁がコンクリートのとき

C

C

B

B

床仕上面�

ふさぎ板�

（別途工事）�

フロアープレート� 中間床（別途工事）�フロアープレート�

トラス�

C－C断面�B－B断面�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
外
法
�

フ
ロ
ア
ー
プ
レ
ー
ト
�

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
外
法
�

36

フ
ロ
ア
ー
プ
レ
ー
ト
�

A A

40
+20�
0 270

床仕上面�

フロアープレート�

エスカレータートラス� エスカレータートラス�

耐火被覆�
（別途工事）� 補強工事�

（別途工事）�

トラス支持アングル�
L200×200

13
0� �

40 270

65

床仕上面�

フロアープレート� トラス支持アングル�
L200×200

13
0� �

65

+20�
0

　　建物との関係（506NCE)

建
物
と
の
関
係
（
５
０
６
Ｎ
Ｃ
Ｅ
）
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　　周辺の安全設備（別途工事となります)

周
辺
の
安
全
設
備

エスカレーターの周辺に下記の安全設備を設けないと、転落したり、頭を打ったり、首をはさ
まれたりすることにより死亡や重大な事故が起こるおそれがあります。エスカレーターの周辺
には、状況に応じて下記の安全設備を設けてください。
●固定保護板・可動警告板 ●落下物防止網または落下物防止板
●転落防止柵、落下物防止せき、 ●登り防止用仕切板
および進入防止用仕切板

警告

■固定保護板・可動警告板
エスカレーターと交さする天井等（隣接エスカレーター
の側下面を含む）の下面の端部がハンドレール外縁から
の水平距離で500mm以内に近接する場合は、次の各号
による固定保護板を設けること。（図１）
(1) 固定保護板は軽量で十分な強さを持つ材料（アク
リル板等）で作成し、前縁は厚さ6mm以上で角の
ない形状とする。（直径50mm以上の円筒形をお勧
めします。）

(2) 前縁の長さはハンドレール上面より鉛直下方に
200mm以上とする。但し、不可能な場合はデッキ
ボード上に乗せても良い。（オペークの場合）
（図2）

(3) 交さ部の構造により固定保護板のネジ止めができ
ない場合は、上下4本以上の鎖にて強固に固定す
る。（図3）

(4) 可動警告板は厚さ3mm以上、前縁は直径50mm 以
上の円筒形とし、交さ部より1000mm以上の位置
に設置する。また、可動警告板がハンドレールを
乗り越えない長さを確保する。
（可動警告板の設置に法的義務はありませんが、
利用者の安全確保のためにも設置をお勧めしま
す。）

●交さ部30度の場合（図1-1） ●交さ部60度の場合（図1-2）

●オペークタイプの場合（図2） ●固定保護板のネジ止めができない場合（図3）

1000以上�

100程度�

前縁�

前縁�

可動警告板�

固定保護板�

天井やはり等の下端�

A

A

B

B

C

C

後縁�

後縁�30
0以
上
�

20
0以
上
�

ハンドレール�
上面�

A B C

A
B C

可動警告板�

700以上�

100程度�

30
0以
上
�

20
0以
上
�

前縁�

前縁�

後縁�

後縁�

固定保護板�

ハンドレール上面�

隣接エスカレーターの外装下端面�

可動警告板�

A

A

B

B

C

C

前縁�

後縁�

30
0以
上
�

固定保護板�
ハンドレール上面�

デッキボード上面�

30
0以
上
�

固定保護板�

鎖�

ハンドレール上面�

固定式防煙垂れ壁�

エクステリアレッジ上面�

天井やはり等の下端�

20
0以
上
�

・建築基準法 第129条 第1項 第一号
・平成12年建設省告示1417号第1項第三号
・JEAS-A406（標改13-1）

建
物
と
の
関
係

■防火シャッターとの連動
エスカレーターと防火シャッターの連動信号線配管・配線工事：シャッター信号スイッチよりエスカレーター機
械室までの引込み工事1.25mm2×2本（各号機各々2回線）

1.25mm×2本�

防火シャッター�

エスカレーター側�
引込位置�

エスカレーター�

　　建物との関係（別途工事となります)

断面A－A

断面B－B

断面C－C（一例）�

φ50以上�

25以下�

6mm以上�

ステンレス銅板等�
厚さ2mm程度�

M5ネジ�
本数は適宜�
設ける�

M5ネジ�
本数は適宜設ける�

●断面図
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工
事
範
囲

　　工事範囲（別途工事となります)

■建築関係

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

据付け用床の穴あけ工事および復旧工事

据付け用支持梁の築造工事

エスカレーター搬入吊込み用スラブ穴あけ工事または
梁スリーブ穴あけ工事および復旧工事

最下階、エスカレーター下部ピット内の防水工事
（下部機械室の下に居室等がある場合は耐火構造の
ピット施工）

据付け後のエスカレーター周囲の床、および天井まわ
り等の仕上げ工事

エスカレーターまわりの手摺り、および下がり壁等の
工事

エスカレーターと天井またはエスカレーターとエスカ
レーターが交さする部分の固定保護板等の設置工事

エスカレーターと建築床部分が吹き抜けになった場合
の手摺りおよび転落防止柵等の設備工事

エスカレーターとエスカレーターの中間が吹き抜けに
なった場合の進入防止用仕切板等の設備工事

エスカレーターと建築床が吹き抜けの場合またはエス
カレーターとエスカレーターの中間が吹き抜けになっ
た場合の落下物防止網等の設備工事

エスカレーターの外装工事

エスカレーターと建築天井および壁等の取合い部分の
目地工事

エスカレーターの操作盤を建屋壁等に設置する場合の
壁穴あけと仕上げ工事

既設建屋に設置する場合のエスカレーター搬入口の壁
穴あけと仕上げ工事

既設建屋に設置する場合のエスカレーターまわりの養
生工事（搬入経路の養生を含む）および復旧工事

エスカレーター据付け用および試運転調整用の電源の
供給

自動運転用光電管、表示灯、誘導手摺等の設置工事

■電気、設備関係

1

2

3

4

5

6

7

8

9

動力用電源：
エスカレーター上部機械室、受電盤までの配
管配線工事

底部照明および点検用電源：
エスカレーター上部機械室受電盤までの配
管、配線工事

アース線（第3種または特別第3種）：
エスカレーター上部機械室受電盤までの配
管、配線工事

監視盤用配管配線：
監視盤設置場所よりエスカレーター制御盤ま
での配管、配線工事（複数台設置の場合はエス
カレーター毎に）

エスカレーターと防火シャッターの連動信号線、
配管配線：

防火シャッター信号スイッチよりエスカレー
ター機械までの配管、配線工事、1.25mm2×2
本、各号機毎に（接点容量DC125V、0.2Aまた
はAC250V、1A）防火シャッター側に設けるス
イッチに無電圧b接点（防火シャッターが閉じ
始めたら開く接点）を準備ください。

エスカレーターの操作盤が別設置（壁埋込み等）の場合
の配管、配線工事

エスカレーターの底部照明用入切スイッチの設備施工
工事

エスカレーターの底部照明の非常灯設備工事

スプリンクラー、放送用スピーカー、および案内灯等
の設備工事

周
辺
の
安
全
設
備

■転落防止柵、落下物防止せき、および
進入防止用仕切板

エスカレーターと建物床の開口部との間に隙間や空間
がある場合は、転落防止柵および落下物防止せきを設
けること。なお、乗降口に面する部分は子供が誤って
進入しないよう仕切板を設けること。（図4）

■登り防止用仕切板
エスカレーターの側面に容易に接近できる場合、子供
によるいたずら防止のため登り防止用仕切板を1側面
につき2ヶ所設けること。（図5）

140～200

50
～
15
0

11
00
以
上
�

仕切板とエスカレーター各部�
との隙間は100以下とする。�

100以下�

ハンドレール相互の隙間400以下の�
ときは仕切板のみとすることができる。�

柵�

落下物防止せき�

仕
切
板�

仕
切
板�

仕
切
板�

落下物防止網�

転落防止柵�

落下物防止せき�
進入防止用仕切板�
�

固定保護板�

可動警告板�

登り防止用仕切板�

防火シャッター�

●安全設備配置図（図6）

■落下物防止網または落下物防止板
(1) エスカレーター相互間またはエスカレーターと建
物床等の開口部との間の200mm以上の隙間のある
場合は、落下物による危害を防止するための網な
どを隔階ごとに設置すること。（図6）

(2) その網などの骨組は鋼材などで作り、取付けは堅
固な構造とすること。

(3) 網などの形状は直径50mmの球を通さないこと。
(4) 網などを設けない場合は、エスカレーターの外側
に沿って垂直な落下防止板を設けること。

●落下物防止せき、進入防止用仕切板（図4）

容易に接近できる側面�

登り防止用仕切板�

周辺の安全設備

●登り防止用仕切板（図5）
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MEMO

安
全
装
置

　　安全装置
エスカレーターには、次の安全装置を装備しています。

■安全装置詳細

No.�
�
１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

１０�

名　　称�

非 常 停 止 ボ タ ン �

駆動チェーン安全装置�

補 助 ブ レ ー キ �

ステップチェーン�
安 　 全 　 装 　 置 �

インレット安全装置�

スカートパネル安全装置�

コムプレート安全装置�

ステップ走行安全装置�

ブ 　 レ 　 ー 　 キ �

点 検 用 安 全 装 置 �

このボタンを押すことにより、直ちにエスカレーターを停止させます。�

駆動チェーンが伸びたり､万一切断した場合､電源を切り､機械的に補助ブレーキと連動し�
エスカレーターを停止させます。�

駆動チェーン安全装置と連動し、機械的にエスカレーターを停止させます。�

ステップチェーンが過度に伸びたり、切断した場合、エスカレーターを停止させます。�

ハンドレールの入り込み口に手元や異物が引き込まれた場合、エスカレーターを停止�
させます。�

ステップとスカートパネルの間に異物が引き込まれた場合にエスカレーターを停止させます。�

ステップとコムプレートの間に異物が引き込まれた場合にエスカレーターを停止させます。�

ステップとステップの間に異物がはさまったり、ステップが異常走行した場合にエス�
カレーターを停止させます。�

動力電源が切れた場合、直ちに作動しエスカレーターを停止させます。�

エスカレーターの上下部機械室で保守点検の際、制御回路の電源を切る装置です。�

機　　　　　能�
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